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１．概要(Summary) 

時間反転対称性と空間反転対称性が同時に破れた強

磁性カイラル構造は、方向に依存する複屈折である磁気

カイラル効果など、特異な電磁気応答を示すことが予想さ

れ興味深い。我々は応力誘起自己巻き上げ法を用いて、

強磁性金属のミクロンサイズのカイラル構造を作製するこ

とに成功している。しかし磁化が小さいため、磁気特性の

評価はこれまで困難であった。よって今回、名古屋大学

微細加工 PF の設備を利用して、単一のカイラル構造の

磁気特性の評価を目指した。 

 

２．実験(Experimental) 

・利用した装置 

 「磁気特性評価システム群」 交番磁界勾配型磁力計  

 （LakeShore社製 PMC MicroMag 2900） 

 

・実験方法 

 応力誘起自己巻き上げ法で強磁性金属である鉄ニッケ

ル合金（パーマロイ）のミクロンサイズのカイラル構造を作

製した。作製後のカイラル構造を、石英基板に移し、真空

グリースで固定した。名古屋大学エコトピア科学研究所の

岩田聡教授の研究室に設置されている交番磁界勾配型

磁力計(LakeShore 社製 PMC MicroMag 2900)を用

いて、マイクロカイラル構造の磁化を測定した。測定には

Xプローブを用いた。 

 

３．結果と考察(Results and Discussion) 

 当初、単一のカイラル構造を基板に固定し、磁化を測定

することを試みた。しかし、磁化が小さいため、明確な磁

化曲線が得られなかった。よって基板に 10 個のカイラル

構造を固定し、再度測定を行った。Fig.1 に交番磁界勾

配型磁力計で測定した磁化曲線を示す。外部磁場はカイ

ラル軸に平行に印加した。10 個のカイラル構造による飽

和磁化(Ms)は、4.14emu と測定することに成功した。カ

イラル構造を形成しているパーマロイ膜の体積を勘案する

と、単位体積当たりの磁化は 681emu/cc となった。これは

一般的なパーマロイ膜の磁化とほぼ同じであった。このこ

とからマイクロカイラル構造作製過程でも、金属パーマロイ

は劣化せずに、強磁性を保持し続けていることが明らかに

なった。この飽和磁化から見積もった内部磁場は、単一の

カイラル構造の強磁性共鳴の結果をうまく説明した。 

 

４．その他・特記事項(Others) 

・共同研究者：岩田聡 教授（名古屋大学エコトピア科学 

 研究所）、加藤剛志 准教授（名古屋大学大学院工学研 

 究科） 
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なし 
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Fig. 1 Magnetization curve of ten Py 

chiral microstructures 


